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「 ｱ刃や■炉～'戸P ￣￣￣=甲了T--テラ句〒T~〒丘~＝－－＝ 万一一一一
の内部に感性的自然の存在を認め、したがってまたそこに豊かな思想性を認めているという点である。たとえばヘ
ーゲルは「数は思想ではあるが、しかし全く自己に外的な存在としての思想で擁麩」として、「算術」の段階にお
いてはむしろ思想性を否定した形で語る。「算術は数及びその形状を考察する。杏とれを考察するのではなく、寧
ろこれ影｝以て演算する。何となれば数は無関心的規定性であり惰性的のものであるからで、外部から活動を促がさ
（肱２）
れ関係附けられなければならぬ。この関係附けの仕方が算法である」と。しかし、たしかに数は艇も純粋な瞳的規
定
と
し
て
存
在
し
、
共
体
的
な
対
象
か
ら
そ
の
数
以
外
の
一
切
の
属
性
を
愉
象
し
た
結
采
と
し
て
生
み
川
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
それは歴史的な綴鹸を重ねた発腿の新座であり、その雑礎には現実の対象世界が存在するのであって、決して純粋
思惟からの産出物ではない。数．図形という概念にしても、純粋数学にしても、「税災世界のもろもろの空Ⅱ形態と．
（能３）
舷
的
関
係
と
を
対
象
に
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
き
わ
め
て
実
在
的
な
素
材
を
対
象
に
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
は
じ
め
て
「量と質の相互転化」も本来の意味を持ちうるであろう。なぜならば数塗規定は、単なる外的事象の外面的規定性に
（跣４）
止まるものではなく、その内部に「質的な瀦区別をいっぱい識め込んでいる」ものとして、人川が外界を数地化する
という能動的活動の結采成立すると見なされうるからである。このように考えてこそ、比と質との相互蛎換におけ
一
（
能
５
）
る「現象の綾節点」を尺度として、逆に事象を数避化し、測定して行く「能動的認識」が可能となりうるであろう。
この前提を無視して数学および論理学的命題の単なるトートｗジーを説き、それを基礎にした形式的な言艦分析
のみを主題とする時⑱すでに言樂の正しい意味における「実証」さえも失われることになる。たとえ「有意味な」
命題を「検証」しえたとしても、その基準となるべきプⅦトコル命題はいかにして存立可能であるのか。少くとも
それを認識する主体の「存在」はいかに定められるべきか。かくして数学的操作の独り歩きによる分析的通観偏重
社
会
調
査
に
お
け
る
数
斌
化
の
問
題
□
一
一
一
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１
 
社
会
調
査
に
お
け
る
数
斌
化
の
問
題
一一一一
の結采は、綜〈口的過程への契機を山口から断ち切るにいたる。たしかに「虚鼓」の産出と、それらによる数学上のも
ろもろの辻は、事物の「合理的連関を証明」するものである。しかしこのことは、それらの起源が先験的であるこ
とを証明するものではなく、まさにそれらの合理的迎関をのみ証明するものにすぎない。いうまでもなく他のすべ
ての科学と同様に、数学もまた「人間の欲求」から発生したといいうる。ところが、「ある一定の発展段階では、
現
爽
世
界
か
ら
仙
裂
さ
れ
た
柵
法
則
が
、
現
実
世
界
か
ら
分
離
さ
れ
、
な
に
か
独
立
し
た
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
世
界
が
そ
れ
に
の
っとるぺき外来の法則として、現実世界に対立させられる。」かくして逆に純粋数学が現実世界に適川されるにいた
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
の
愈
味
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
数
学
そ
の
も
の
が
現
爽
仙
界
か
ら
の
腿
出
物
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い。「それはまさにこの世界からとりだされたものであり、そしてたんに世界の諸構成形態の一部分をあらわすも
、
、
、
、
、
、
、
（肱６）
の
に
す
ぎ
ず
、
ｌ
そ
の
ゆ
え
に
こ
そ
一
般
に
鐵
刑
可
鵬
で
あ
る
わ
け
な
の
だ
．
」
註
１
ヘ
ー
ゲ
ル
、
小
論
理
学
、
前
掲
上
巻
、
三
一
四
頁
。
謎
２
た
だ
し
エ
ン
グ
ル
ス
の
撮
摘
に
も
あ
る
通
り
（
自
然
の
弁
証
法
、
汕
掛
下
巻
、
一
四
四
画
）
、
質
的
な
定
放
と
し
て
の
旨
い
ｍ
の
（
皮
駄
あ
る
いは限度）においては、孜的契機と斌的契機との統一における思想性が税かれている（大論理学、前掲止む、派正三’六
五七頁）。この意味における塾的変化は、蝋なる無思想的な墹減ではない。．殻に量的変化が起る場合、それは最初そ
れ以上の意味を少しも持たないようにみえる。しかしその背後には別なものがひそんでいるのであって、一見何でもなく
・えみる鰍の変化は、孜的なものを捕える言わば狡智である。」（小論理学、前渇上巻、三二六頁）
独
３
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
、
大
月
版
、
一
二
一
面
．
註
４
ニ
ン
ゲ
ル
ス
、
自
然
の
弁
証
法
、
前
掲
下
巻
、
一
四
三
頁
。
樅５自然科学の耶例を叩純に週川することの危険を十分知った上でエンゲルスのあげている小例を解釈すれば、水が一○○
度に熟せられた時憧的変化が生じて水蒸気に転化するというよりも、まず水が水蒸気に極化する緒節点を一○○度として
、
「ｔマーー下六弐丁丁▼ 
②ところで次に社会科学における「検証」のⅢ題をどう考えるべきであろうか。この側題に関しても今ここで十
分に触れることはできない。それは、論理爽証主義の川越提起をも老雌したから、社会科学力法論そのもののⅣ吟
味
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
た
だ
考
え
方
の
方
向
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。
一般に検証とは、仮説から法則を定立士る過程において真理性の判断を下す手続きとされる。しかしこの検証の
意味において新実証主義は、それが感覚論的理解からするものであれ、言語論的理解からするものであれ、いず
れも「真理」と「真理の韮噸」とを同一視する誤りに陥讓廷。そこでは、検証の結果が成功したということと、検
証される命題のうちに突在が十分に反映されているという琳爽との汎同がおこなわれており、したがってまた「真
（住２）
皿の迦論から反映の過瀧が耐火し、典理は主観の撚作の〃成功〃にとけこむ」のである。それは「存在」との分裂
において展開される傘観主義の独善的空転であろう。
数斌的力法の主張が、もしかかる形で主観の感覚的経験と判断の一致のみが真理性の雅蝋であると見なし、判断
と経験とを比較することができないときはその判断に科学的な意味を認めないとするならば、それはいうまでもな
く感覚的経験を感覚要素の函数関係として数学的に記述し操作することだけにとどまろうとする》、ソハ主義であ
る。そこでは現象形態の把握のみが目指され、その本質を追求することは意識的にも排除される。この場合、真理
社
会
綱
在
に
お
け
る
歓
杜
化
の
問
題
一一一一一
異なる。
註
６
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
き｝ハ
よ〉遭
うし
｡、
いうまでもなく、とれは自然に対する他動的な実践的鰡識の意義を認めようとする点で、操作主義の主張とは本磁的に
毛とから逆に尺度化して水の温度を測定するという手続きの下に数汲化がおこなわれて行く、と見なすこともで
⑤
Ｆ
Ｇ
毎
冒
－
』
Ｐ
●
■
反デュｉリング論．一二二一月
、しかし感性的外界を定着せしめるものとしての数量規定と、それに基いて展開される数学的操作による分析的過
程は、それが総合的過程への統合を常に正しく志向する限り、むしろ物質および社会現象の実在を確認する能動的
手段としてその創造性を認めることが可能であり、かえって綜合的全体像への榊想を導く契機ともなりうるもので
ある。先にも述ぺたごとく、特に社会科学の法則性の樹立においては、分析的過程と綜合的過程との統合が必要と
され、両者は決して相反する科学方法を示す二過程ではありえないからである。ただその場合、二契機の統合はい
かなる論理的述関において采されるかという側題が残る。
上述の意味における検証は、すぺて分析的過程をおし進めることによってもたらされる「理論的」認識のための
検証であった。すなわちそれらがいわゆる論理的領域内にとどまることからも知られるごとく、理論的思考によっ
社
会
調
査
に
お
け
る
数
量
化
の
問
題
一一四
性の基準は感覚的経験による検証にあるとされるのであるが、しかしその「感覚は決して客観的実在からの反映で
はなく、むしろ実在は感覚の複合として牢観的に構成されるものである。その意味で法則は経験の要約的記述にす
ぎないとする思惟潅済説も、逆立ちをした主観主義的観念論に陥らざるをえなかった。こうしたマッハ主義につい
（註３）
ては、すでにレーニンの批判によって論じ尽されている。
さ
ら
に
数
学
的
操
作
の
一
歩
進
展
し
た
尺
度
化
に
よ
る
測
定
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
展
開
さ
れ
る
度
合
い
が
深
ま
る
に
つ
れ、そこに示される内容の感性的性格はいよいよ失われて、実在性は単なる認識の一形式にしかすぎなくなる。つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ
も
ま
た
客
観
的
実
在
を
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
の
源
泉
と
見
ず
、
造
り
出
さ
れ
た
言
語
・
記
号
の
組
み
立
て
に
よ
っ
て
普
遍妥当たるもの、社会的に組識されたもの等“としての客観的なものの概念を〃導き出す〃不可知論が存在するだ
（註４）
け
と
い
わ
な
け
れ
ば
先
い
る
ま
い
。
=－－万F－Ｆ夏一〒い￣－－￣兄 ｚ￣＝ざ~示呑一ﾗｰｰF〒戸＝‐･~戸＝ 
ざ
て因果的連関の把握を目指す受動的な論証としての検証であった。そこでは、分析的過程の展開による諸現象・諸
事物間の因果的連関は説明可能であったが、さらに綜合的過程においてそれらを「自然史的過程」の中に位置づ
け、その必然性を能動的に証明することはおこなわれなかったということができよう。単なる因果的連関の設定で
はなく、「必然性」の立証によって因果性の観念を基礎づけるという意味での検証は、他ならぬ「人間の行動」が
これを行うものである。「観察の経験知だけでは決して必然性を十分には立証し得などのであり、「必然性の証
（註５）
明は人間の活動の中に、実験の中に、存する」といわなければならない。なぜならば、対象の認識は単にその受動
的な反映ではなく、対象を捉えようとする積極的活動の結果としてもたらされるものだからである。「自然科学も
哲学も等しく、人間の行動の人間の思考に及ぼす影響を従来全く無視してきた。これらはただ一方に自然を、他方
に思想を知るだけである。けれども自然だけのものとしての自然ではなく、人間による自然の変化こそまさに人間
の思考の最も本質的な、かつ最も直接的な、基礎であ蕊空かくして人間の活動が検証を行うという時、「検証」の
問題は「実践」の問題として把握されるにいたる。しかもこの実践的認識としての検証においては、「労働」から
出発した言葉の正しい意味における「人間」を基礎とする限り、理論的・科学的な認識を含めての「認識」一般
が、「実践」のための認識として、実践過程の一環として位置づけられる必要がある。そこでは「認識過程におけ
（註７）
ろ実践の役割」が問題となるのではなく、むしろ逆に「実践過程における認識の役割」が問題となるのである。先
に述ぺた「実験」の問題性も、構想による全体的形像に対象的現実を適合せしめて行くという点で、またそこに示
される必然性こそが法則性であると把握される点で、まさに「実践」の問題を提示するものとされるところにあっ
た。このような意味における実践としての検証こそが、社会科学の法則性の検証に適用されるべきであろう。さら
社
会
調
査
に
お
け
る
数
量
化
の
問
題
一一五
社
会
調
査
に
お
け
る
欽
批
化
の
例
題
一一一ハ
にこのことから、社会科学の法則性の究極の検証は、長期にわたる人間の実践的経験の蓄積すなわち人賦の歴史的
行燕そのものに帰せられるということができる。そしてそれは決して歴史的原理を排除し、「学的冷静と客観的公
（註８）
平を売りものにナる」科学からは》鳴き出されえないものである。
註ｉｌｌｉ
６５ 
註
３
レ
ー
ニ
ン
、
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
（
全
染
第
一
四
巻
）
「
哲
学
上
の
流
派
を
わ
か
つ
ほ
ん
と
う
に
重
要
な
認
識
論
上
の
問
題
は
、
因
采
的
迎側についてのわれわれの肥述がどれほど正陥なものになったか、またその記述は正硫な散学式で表現できるかどうか、
という点にあるのではなく、これらの迎凹についてのわれわれの認識の源泉は、、然の客観的合法川性であるか、それと
も、われわれの心の性倣、一定のγゾリオリの真理を認職する心に固打の能力などであるか、という点にある。これこ
そ、唯物論者のフォイエル．ハッハ、マルクス、エンゲルスを、不可知論者（ヒューム主義者）のアヴェナリウス、マッハ
から決定的にわかったものである。」Ｃ八七頁）
註４レーニン、同誹、一四九頁。
な
お
こ
う
し
た
意
味
で
、
無
限
似
集
団
仮
説
の
認
識
縞
的
な
再
吟
味
も
、
も
う
一
度
行
わ
れ
て
し
か
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
税
検
定
に
おける鋪一狐過誤・鋪二価過誤も、采して数学的拠作の進腿に伴う必然的州納としての必製恐であるのかどうか。さらに
その際の帰無仮説の考え方にしても、形式論理に対してオプティミスティック左妖批判的信頼を寄せるだけであってよい
のか。少くとも存在的染団を統計対象とすぺしとする論者からの、数学的操作の形式主義的空松という批判に対しては、
よ
り
雑
木
的
な
次
元
か
ら
の
回
答
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
桃５エングルス、伽掲沸、下巻、九○頁。
独１真理と検柾との同一視は、断突柾主幾の怠味諭以伽の段附における「検脈の倣理」の特徴的性樅とされる。（イ・エス
・ナルスキー「新実証主義の真裂の恭蝋にかんする学説の批判」現代ソヴェト哲学第五災、昭和三五年。中村秀吉、論理
実祇主義とマルクス主義、昭和三六年、参照。）
●
 
註＃１
３２ 
同右、九二頁。
ナルスキー仙掲論文、三二九頁。
ることを忘れてはなるまい。
０
 
註
８
戸
坂
潤
「
社
会
科
学
諸
」
（
》
桃７古川光「理論的腿織と実腿」（山田綱、今日の哲学「澱職碕」昭和三五年、一八七面）。なおこの論文で古田が、認搬
に対する実践の関係を、変革的・実践的な性絡と、検証的・実験的な性格との二重榊造において捉え、両者の関辿につい
て述ぺていることは極めて示唆に富む。しかし、検証・実験そのものの内部にも、本来変革的・実践的要素が存在してい
社
会
訓
戒
に
お
け
る
欽
飲
化
の
間
脳
■ 
（送集第二巻「科学論」昭和二四、年一六四頁）。
-△ 
七
冊』
